









B6 マウスから幹細胞を採取し Bcr-abl 遺伝子を導入後、腫瘍発生組織(脾臓)から、幹細胞を
とりだし、RNA を採取、その後網羅的 miRNA 遺伝子解析を行った。Bcr-abl 陽性のマウス白
血病幹細胞では、正常対応細胞と比較し、いくつかの miRNA が過剰発現または、発現低下を
しており、それらは miR-203,miR-200c, miR-26,miR-21,miR-2105, miR-181などであつた。
そのうちmiR-200cはKLS陽性細胞と陰性細胞の分画で比較しても発現差をみた。現在 bcr-abl

















れ て い る (Shimono et al., Cell 2008; 
















T315I 変異を有する BCR-ABL1 の発現は
CML 患者に治療を行う上で非常に大きな障
壁となっている。CML 幹細胞は、この




研 究 期 間：2012年 4月 1 日～2013年 3月 31日 
研 究 題 目：miRNAによる慢性骨髄性白血病(CML)幹細胞の治療抵抗性制御機構の解析 
  
























1)マウス CML 幹細胞における miRNA の発
現解析 (遺伝子組み換え、動物実験有) 



























する。また、Target Scan などの program を






4) CML 幹細胞特異的 miRNAを標的とする CML
治療方法の検討 




他の linage であるか否かを検討したい。 
 
5) マウス CML 幹細胞の治療抵抗性機構にお
ける miRNA の役割 
CML 幹細胞に特異的な miRNA のアンチセ
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